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ら脱却し､ これまでにない､ 人とは異なる､ 新しい製品やサービスの提供､
ビジネスモデルの構築に活路を見出さなければならなくなってきている｡ そ
のためには､ 企業経営や商品開発､ 生産､ 販売活動に携わる全社員の間に､
新しい価値創造に向けた活発かつ生産的なコミュニケーションが存在しなけ
ればならない｡ さもなければ､ 企業の存続はありえない｡









てきた｡＊１ このためには､ 企業を興すにしても､ 新しい社会を形成していく
においても､ 知識を有する専門家がそれぞれの知識､ 発想やアイデア､ 意見
を活発に交換し､ 意志の疎通を図っていくことが肝要である｡ コミュニケー
ションこそ､ 人と人との絆を強め､ いろいろな人の知識と知識を紡ぐことに




い｡ 日本経済団体連合会のアンケート調査結果 (調査対象2087社 回答率





















すなわち､ コミュニケーションの目的は､ 人との ｢共感｣､ 人からの ｢理
解｣､ ｢納得｣､ ｢協力｣ など､ その目的に応じ人に求めるものの程度の違いこ
そあれ､ いずれにしても自分が社会で生きてゆくために､ 人に何かを期待し､
何かを依頼し､ 何かを要求することである｡ 人に対し､ 自分の望むように何







コミュニケーションは､ 自分からの ｢働きかけ｣､ 相手からの ｢受容｣､ 相手





































答えは否である｡ 音は知覚されて音になる｡ 誰かが音を耳にし､ 知覚しない
と音にはならない｡ まさに､ コミュニケーションの本質を言いえて瞑妙であ






すなわち､ コミュニケーションはその目的､ プロセスからして ｢相手中心｣
とならざるを得ない｡ 好まざるとも ｢相手中心｣ に考えざるをえない｡
(２) コミュニケーションは作用である｡




り､ その働きかけに応じた反応が返ってくる｡ いいかえると､ 働きかけに応
じた反応しか返ってこない｡ したがって､ 働きかけが弱ければ応答も弱くコ
ミュニケーションは長くは継続しない｡ コミュニケーションの主たる目的と


























全く理解されず､ 信じてもらえなかった｡ 現代の我々は､ 実際に地球が自転





























コミュニケーションはその目的､ 形態からいって本質的に ｢相手中心｣ に





も75日｣ という｡ これは､ 人は忘れっぽいということでもあるが､ 人のこと
に関心がないからすぐに忘れるということでもある｡ また､ 人は物事を自分
の都合のよいように解釈し､ 理解する癖がある｡ さらに､ 人は見たいと思う








ある｡ 夏目漱石の草枕の一節に ｢知に働けば角が立つ 情に棹させば流され









コミュニケーションには､ 文字の ｢読み方｣ や ｢書き方｣ のように言葉や
文章で学び､ 伝えることができる ｢形式知｣ の部分と､ 人それぞれの経験､
洞察や熟練に基づく直感やノウハウのように学び､ 伝えることが困難な ｢暗
黙知｣ の部分がある｡ コミュニケーションにおいては､ この暗黙知の部分が
決定的に重要である｡ コミュニケーションの主目的は人を動かすことにある



















(１) いかに ｢働きかけ｣ の力を得るか
｢こんなことを言うと､ 周りの人に笑われはしないだろうか､ 馬鹿にされ
はしなだろうか｣ ｢こんなことを知らないのは､ 恥ずかしく､ 愚かしいこと
ではないだろうか｣ と自問自答し､ 足がすくんでしまう｡ このため､ 一歩を



















発言や行動､ 心の持ち様､ 礼儀作法に気をつけなければならない｡ とくに初
豊かなコミュニケーションの創造に向けて 71




















なくてはならない｡ 一方､ 社会にはいろいろな人がいる｡ 人の知識レベル､





経験を増やし､ いろいろな言葉を習い､ 覚え､ 身に付けておかねばならない｡
自分の好きなことや興味があることだけではなく､ 何事にも幅広く興味をも

















人への関心が高まり､ 友も増え､ 楽しみも増え､ 人生が豊かになる｡ しかし､
これらの果実を手にするためには､ いろいろな知識を獲得するための弛まぬ


















か｡ ｢損して得とれ｣ の提案ができればならない｡ たとえば､ 一方が近未来
的には損をしたとしても､ 中長期的にはそれを得に転換できる方策はあるの




のか､ を問い続けなければならない｡ そのためには､ 問題解決のための知恵
と工夫､ 忍耐強さが求められる｡＊12
ウィン・ウィンの関係を構築するのは難しい｡ しかし､ コミュニケーショ
ンの問題は､ 結局はここに行き着く｡ お互いの不信感を払拭し､ 信頼と協力
の関係を築き､ これに立脚して相互利益の方策を考えなくてはならない｡ 人















や社会の潜在的な力を発揮させることができず､ 衰退させ､ 退廃させ､ 最悪
の場合には崩壊させる危険性をはらんでいる｡
昨今､ コミュニケーションといえば､ とかく ｢話したり､ 聞いたり､ 書い













＊１ 知識社会の到来と知識労働者の興隆､ 情報化の進展､ グローバル経済の出現などを予見｡ 
ドラッカー 上田惇生 (訳) ｢断絶の時代｣ 新版ダイヤモンド社1999年参照
＊２ 企業が採用選考時に重視する要素として､ 企業の75％が ｢コミュニケーション能力｣ を第一
位に挙げている｡ (社) 日本経済団体連合会 ｢2004年度・新卒者採用に関するアンケート結
果の概要｣ (2005年１月20日) 参照
＊３ 企業の32％の人事担当者が､ 現在の若者に不足していると思われるものとしてコミュニケー
ション能力を挙げている｡ (社) 経済同友会 教育委員会 ｢企業の教育・人材に関するアン
ケート調査結果報告｣ (2003年４月) 参照
＊４ ドラッカーはコミュニケーションについて四つの原理を挙げている｡ コミュニケーショ
ンとは知覚であり､ 期待であり､ 要求である｡ 情報とは違う｡ 依存関係にはあるが､ むしろ
相反することのほうが多い｡ ドラッカー 上田惇生 (編訳) はじめて読むドラッカー【自







うことば｡ あなたの話し相手は､ あなたのことに対して持つ興味の百倍もの興味を､ 自分自
身のことに対してもっている｡ Ｄ. カーネギー (著) 山口博 (訳) ｢人を動かす｣ 創元社
豊かなコミュニケーションの創造に向けて 75
2004年新装版24刷発行 .､ .	参照
＊８ カエサルの言葉｡ 人間ならば誰にでも現実のすべてが見えるわけではない｡ 多くの人は見た
いと欲する現実しか見ていない｡
＊９ 友を得る法を学ぶには､ 世の中でいちばん優れたその道の達人とは―われわれは毎日路傍で
その達人に出会っている｡ Ｄ. カーネギー (著) 山口博 (訳) ｢人を動かす｣ 創元社 2004
年新装版24刷発行 .
参照
＊10 レッテルを貼るとは､ ある人物や物事に評価を与えることである｡ 一度マイナスのレッテル
を貼られるとこれをはがすのは容易でない｡ 福田健 ｢コミュニケーションセンス｣ 文香社
2001年 .
参照
＊11 論理力を生かした ｢対立解消｣ の交渉｡ 茂木秀昭 ｢ロジカルシンキング入門｣ 日経文庫
2005年 .
参照
＊12 ｢プラス・サム関係｣ の創りかた｡ 佐久間賢 ｢問題解決型リーダーシップ｣ 講談社現代新書
2003年 .
参照
＊13 日本の社会は人間の再生産に失敗しつつある｡ 正村公宏 ｢経済が社会を破壊する｣ 出版
2005年 .､ .
参照
＊14 孟子の言葉｡ 定まった財産や生業のない人は､ 定まった心がないの意｡
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